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ルλ″りθ10gicα J Rωιακλ原稿作成上の注意点と

変更点について

ルλ″″Jaglicα′Rωιακ力の印刷製本を昨年の48巻から

(株)シ ュプリンガー・フェアラーク東京 (以 下シユプリ

ンガー社)に委託したことにともない,雑誌の体裁が大

きく変わり,ま た原稿の書き方にも多くの変更が生じま

した.こ れについては,すでに魚類学雑誌48巻 1号

61-65ページに陀働″″Jtticα J Rωθακλ原稿作成ガイド

について」として詳述されております.しかし,昨年以

降,ルあ″

“

:鋸iCαJ Rωιακλを印刷発行 していく上で
,

いくつかの問題点も明らかになり,印刷発行の遅延を生

じかねない事態も生じました.こ の問題点́の多くは,コ
ンピューターが日本語環境と異なる外国で印刷を行って

いるということに起因すると考えられます.しかし,著
者の方々に投稿時あるいは主任編集委員に送付する最終

原稿作成時に少し注意していただくだけで,こ れらの間

題の多くを回避できることもわかりました.さ らに,先
の「原稿作成ガイド」のうち,見落とされることの多い

箇所についても明らかになりました.そ こで,可能な限

り問題を生じさせることなく,円滑に印刷発行するため

に,著者のみなさまに下記のような注意点をお知らせす

るとともに,「原稿作成ガイド」以降の変更点についても

ご連絡いたします.

注意点

1.フ ォント 上述のように,ルλJbyaJttJθαJ Rω
“
κλ

は外国で印刷されているため,日 本語フォントは文字化

けを生じます.そ こで,全ての原稿 (和文要旨を除く)

は英文フォント(半角英数)のみで作成されるようにお

願い致します.特に,度 を表す「°」や分,秒 を表す
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「′
」,「

″
」のほか,ダ ッシュやギリシャ文字,記号などに

ついてもご注意願います.

2.キーワード キーワードはAbstractの最後に1行空

けて記述して下さい.語数は鉾5で,各キーワードは大

文字から始めます.

3.見 出し 現在 Icλ″均
"Jaglicα

J Rωι″磁では原則的

に,Resultsや Discussionで は第 1見出し (太字)と 第2

見出し (イ タリック)を用い,Materials and Methodsで

は第2見出しを用いております.

4.属 名 緒言 ,Materials and Methods,Results,

Discussionな どの大項目中で2回 目にでてくる属名につ

いては,属名をその頭文字で略することができます.但

し,文頭では必ずスペルアウトして下さい.ま た,同一

頭文字をもつ属名が複数でてくる場合も,スペルアウト

するか,属名に混乱が生じないように略記するなど,十

分にご注意下さい.

5.和文要旨 和文要旨は「魚類学雑誌」に印刷され

ます.したがって,和文要旨の体裁は「魚類学雑誌」の

それに従います.特に,句読点は「。」と「,」 であること

にご注意下さい.

6.印刷時の図の大きさ 図の印刷は通常片段組 (約

5-8cm幅)あ るいは全段組 (約 13-16cm幅 )で行います.

図中の文字の大きさは,印刷時に大文字の高さが約2-3

m程 度となるようにご注意下さい.ま た,印刷時の線

の大さにもご配慮願います.

変更点

1日 本文・表のデジタルファイル 掲載可能となった

原稿の本文および表は,デジタルファイルを主任編集委

員宛に提出していただきます.こ の際,表紙,Absttact,

本文,図の説明はひとつのファイルにまとめて下さい.

また,表も可能な限り,本文などのフアイルとあわせて

ひとつのワープロファイルとして下さい.複数のファイ
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ルは印刷所での混乱の原因のひとつとなります.なお ,

表も文書ファイルとしてワープロファイルに保存するよ

うお願い致 します.表を画像 として貼 り付けられたため

に,印刷に支障が生 じたこともあります.さ らに,エ ク

セル等の表計算ソフトのフアイルは印刷所が受け付けま

せんので,ご注意下さい.

2.文書ファイルの保存形式 マイクロソフトワー ド

の場合は標準形式 (***.dOC)フ アイルのみで結構です .

これ以外 の ワープロソフ トの場合 は RTFフ アイル

(***。 rtf)で保存 して下さい.なお, ファイルの種類がわ

かるように,それぞれのフアイルに拡張子 (。 doc,。 rtfな

ど)を つけるか, ファイルの種類を明示 したメモを添付

して下さい.

3.原図 図の印刷は,紙 に描かれた原図やプリント

された写真あるいはスライドから印刷する方法と,デジ

タルファイルから印刷する方法のどちらかを各図ごとに

選ぶことが可能です.原図から印刷する場合は原図のみ

を,デジタルファイルから印刷される場合はデジタルフ

ァイルとそのプリント見本をお送 り下さい.

4.図のデジタルファイル カラー写真や白黒写真に

ついては,「原稿作成ガイド」のとお り,24ビ ットRGB
カラーあるいは8ビ ットグレースケール300 dpiの TIFFフ

ァイルとして下さい.線画については印刷品質を保つた

めに, モノクロ1ビ ット1200 dpiの TIFFフ アイルとして

保存 していただくようお願い致 します.グ ラフについて

は「原稿作成ガイド」ではEPSフ アイルでの提出をお願

いしましたが,場合によつては文字化けが生 じる可能性

があることがわかりました.そ こで,グ ラフについても

モノクロ1ビ ット1200 dpiの TIFFフ アイルとしていただ

くよう,保存形式を変更致 しました.

5.デジタルファイルのメディア 従来,最終原稿 と

ともにお送 りいただいたデジタルファイルのメデイアは
,

ファイルが保存されたまま手を加えずに主任編集委員か

らシュプリンガー社に送 り, さらにほぼそのまま印刷所

に送られ,印刷後は初校 とともに著者に返送されており

ました.しかし,そのままでは印刷できないファイルや

不要なファイルが含まれていたり,フ ァイル名に日本語

が使用されていたりして,印刷所での混乱,印刷不能の

事態が生 じました.そ こで,現在では,主任編集委員が

全てのフアイルの内容を規定どおりかどうかチェックし,

規定と合致 しないものは修正 した上で,ま たファイル名

も印刷順 となるようにして,シュプリンガー社のFTPサ

ーバーに直接送付 しております.したがって,お送 りい

ただいたメデイアを著者に返送する機会が無 くなったた

め,メ デイアは原則として返去「しないこととしました.

そこで,最終的に主任編集委員にデジタルファイルをお

送 りいただく場合は,な るべ く安価なフロッピーディス

クやCD―Rに保存 し,送付 していただくようお願い致 し

ます.ま た,文書ファイルのみの場合はE―mailの 添付フ

ァイルとしてお送 りいただいても結構です .

6.PDFフ アイルでの投稿 本年よりPDFフ アイルで

の投稿が可能となりました.こ れについては魚類学雑誌

49巻 1号 63ページをご覧下さい.こ こにも記述されてお

りますが,編集過程での混乱,散逸を避けるためにも,

必ず本文,表,図 をひとつにまとめたPDFフ アイルでご

投稿下さい.

(英 文誌主任編集委員 木村清志  Seishi Kimura:

〒517-0703三重県志摩郡志摩町和具 4190-172 三重

大学水産実験所 e_mail:kimura― s@bioomiC‐u.acjp)

魚類学雑誌
49(2):150

■htり0=Ogicα J Rωιακλの別刷 IJ代について

たht句OJagたα′Rωι
“
磁 は,昨年度 (48巻 )よ り (株 )

シュプリンガー・フェアラーク東京から出版されていま

す.それにともなって論文の体裁 も以前 とはかなり異な

ったものとなっていますが,魚類学雑誌 48巻 1号 と49

巻 1号 に掲載 しました「原稿作成ガイド」と「PDFフ アイ

ルでの原稿受付」によって,投稿される論文の体裁は概

ね投稿規定に沿ったものとなっています (な お,先の記

事で原稿作成に関する変更点や注意点が説明されていま

す).し かし,投稿者のみなさまからは駅 の別刷 りにつ

いてのご質問をよく受けますので, ここに (株)シ ュプ

リンガー・フェアラーク東京から提供された別刷 り代金

(送料込み,税別)の表を掲載 します .

掲載ページ数

部数

9-12 13-16   17-201-4

50    24,200

100   28,600

200   37,400

300   46,200

400   55,000

500   63,800

28,000   31,900

33,000   37,400

43,000   48,400

52,800   59,400

63,000   70,400

72,600   81,400

35,700   399600

41,800   46,200

53,900   59,400

66,000   72,600

78,100   85,800

90,200   99,000

なお,駅の場合には,別刷り代については (株)シュ

プリンガー・フェアラーク東京から,ま た超過頁代につ

いては日本学会事務センターから請求があります.こ れ

は業務委託の契約上,今のところ一本化できませんので
,

みなさまのご理解をお願いします.

(編集委員会)
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魚類学雑誌
49(2):151

インパクトファクターと魚類学会誌

インパクトファクター (Impact factor,以 下IF)は ,雑
誌評価のための指標です.こ れが注目されるようになっ

たのは,近年,研究者個人や組織の研究活動の評価が

必要となってきたからでしょう.その評価のためには
,

研究論文が発表される雑誌の評価が要求されますが,そ
の一つがIFです。日本魚類学会の英文誌であるた滋″_

θ″鋸icαJ Rω′ακλ(以 下m)も ,評価の対象となってい

ます.そ こで,こ こでは,IFの算出方法,IFと 魚類学会

との関連について,さ らにそれに関する編集委員会から

のお願いを記します.

まずは,IFと は何か?です.IFは ,科学情報研究所

(Institute for Scientinc lnformation,ISI社 )が毎年算出し,

ISI Joumal Citation Reportsと いう本 (CD¨ROM版あるい

は契約をすればwebで も閲覧可能)に掲載されています.

ISI社 によるIFの 定義は以下のとおりです.

「特定の 1年間において,あ る特定雑誌に掲載された

論文が平均的にどれくらい頻繁に引用されているかを示

す尺度.雑誌の影響度を表す.同分野の他の雑誌と
,

その重要度を相対的に比較することが可能。」

少し分かりにくいので,駅 を例にした実際の計算方法

(カ ッコ内は実際の論文数)を簡単に述べると :

「2001年 の駅 のIFは ,その前の2年 間である1999年

と2000年 に盤 で発表された論文のうち,2001年 に出版

された国際的評価の高い雑誌で引用された論文数を数え

(各々30と 38),そ れを2年 間のコ の総論文数 (各々56

と56)で割ったもの」

となります.すなわち,(30+38)/(56+56)=0.607で す.

盤 では, 1994年 か ら2000年 までは, o.200,0。 186,

0.145,0.309,0.476,0.288と 変化しています。ちなみに,

Copeiaで は1999年 から2001年のIFが 0.833,0.880,0.827,

Cybiumで は2000年 と2001年 のIFが 0。 298と 0。 283で し

た.

より高い評価を受けている雑誌=IFが高い雑誌には,

多くの研究者が注目し, また良質の論文が投稿されま

す.したがって,IFは個人の研究評価だけではなく,学
会誌に投稿する際の指標にもなります.

さらに,IFは学会活動の評価の目安にもなります.た

とえば,魚類学会では, 日本学術振興会の研究成果公

開促進費の学術定期刊行物という科研費補助金に毎年

応募しています (そ の最新の結果は魚類学雑誌48巻 2号

130頁 ,収入の部の刊行助成費に出ています).こ の補

助金の申請書にも最新の2年分のIFを 記載する欄が設け

られています。さらに,補助金の可否を決める審査の評

定にも,「学術的価値の高い雑誌であること」や「掲載論

文の海外学術雑誌での引用状況が相当あるか」,「海外か

らの投稿論文や掲載論文が相当あるか」といった項目が

あります.こ れらの評価項目がIFの影響を受けることは

十分に考えられることです.

したがって,盤 のIFがあがることは,魚類学会の会員

個人にとっても,ま た学会にとっても重要なことです.

では,どうすればIFを あげられるのか,と いうことで

す.

一つは,引用されやすい,質の高い論文を数多く載せ

ることです.た とえば,総説論文や方法論の論文などで

す.しかし,「 総説論文は頻繁に引用されることが分か

っているのだから,原著論文だけのIFを比較するべきだ」

という意見もあります.ま た,短報を減らして上の算出

方法の分母を小さくするのも有効です.さ らに, ここ2

年間に掲載されたコ の論文をなるべ く多く引用するこ

とも一つの方法です.しかし,「 自誌の引用はフェアでは

ない」という意見もあります.

以上のようなIFを めぐる最近の動向に関連して,お知

らせとお願いです.魚類学会編集委員会では, とくに短

報を減らすとか,総説を優遇するとかの処置は行いませ

ん.総説についてはIRでは実績がありませんが,みなさ

んからの積極的な投稿を期待します.なお,編集委員会

としては,編集顧間の方々に総説を依頼しているところ

です.さ らに,必然性のない自誌の引用は厳に慎むべき

ですが,必然性のある自誌の論文の見落としはないよう

にお願いします.

今のところ日本魚類学会の刊行物でIFの対象となる

のは駅 だけです.しかし,魚類学会の和文誌である魚

類学雑誌は,会員の情報交換の場として,ま たとくに国

内の魚類学に関わる様々な研究成果の発表の場として
,

重要な役割を担っているものと考えています.魚類学会

編集委員会では,IRに も魚類学雑誌にも良質な論文が

掲載されることを望んでいますし,今後ともみなさまの

ご協力をお願いする次第です.

(編集委員会)

魚類学雑誌
49(2):151-153

研究室・研究所 0博物館紹介

名古屋大学大学院生命農学研究科

動物比較情報学研究室の紹介

水産学教室 (動物比較情報学研究室の前身)は 1951

年2月 名古屋大農学部設置と同時に雨宮育作学部創設

委員を教授としてスタートした.雨宮教授の停年 (1958)

後は田村 保教授 (1981年停年)小栗幹郎教授 (1994年

停年)丹羽 宏教授 (2001年 退官)がそれぞれの分野で
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魚類生理学の発展に寄与されてきた.水産学教室は

1993年の学部改組の際,それまでの共通講座から資源

生物環境学科動物専修系の一分野となり,講座名称も

動物比較情報学研究室に変わった.その後,研究室は

1997年大学院重点化 (再編成)の 中で,生物機構・機能

科学専攻生物機能分化学講座の一分野となり現在に至

っている.大学院の機能単位である生物機能分化学講

座は四つの分野からなり,その研究内容は次のとおりで

ある.害虫の生態・防除を研究する環境昆虫学, カイ

コのホルモン系を研究する資源昆虫学,動物の解剖・形

態形成を研究する動物形態情報学と水産動物の感覚受

容,本能行動を研究する動物比較情報学である.研究

室の歴史から,当研究室の主軸は広い意味での魚類生

理学であることが窺われる.

現在のスタッフは松島俊也助教授,大村百合助手 ,

後藤麻木助手 と宗宮の四名である.松島さんは微小電

極を駆使する電気生理から,フ イール ドでの行動観察ま

で広い分野をカバーして実験を進めている.現在は弱電

魚モルミルスの行動 と発電の関係について電気パルス記

録 しながら研究を進めている.ま た,ヒ ヨコをつかって
,

ついばみの行動実験を行い,記憶保持の脳内メカニズム

を探求 し着実に成果を挙げている.大村さんは魚類松果

体微細構造の研究を続ける一方で,網膜光受容細胞の

分化 0増 殖機構の解明を神経系修復への応用 という観

点から進めている.後藤さんはメダカの行動 リズムを研

究するとともに,メ ダカの時計遺伝子の分子生物学的研

究を進めている.宗宮は三重大学 (2002年 3月 マデ)で

行っていた魚類の視覚に関する研究 (視野,視精度,タ
ペータム,遠近調節系など),発音魚のニューロサイエ

ンス,深海魚の側線・神経系等の研究を引き続 き行っ

写真の説明 メガマウスの絶妙なバランス :体は1ト ン,脳 は20グラム.

1997年 5月 ,鳥羽水族館と故鈴木 清先生の御好意でメガマウスの解剖に立ち会う機会を持った.1
トンの巨体から20グ ラムの脳が出現した時,「 アッケ」にとられるとともに,そのバランスのスゴサに目

を瞳った.小生の体重は65キ ロで脳はおよそ2キ ロだ.「 1ト ンに20グ ラムか一―スゴイ」と思ったと同

時にルイス・ トマスのことば「人間は私たち自身が思っているように, もっとも賢い動物であるかもしれ

ないし,そ うでもないかもしれない.しかし, まだ勝負はついていないのだ」を想いだした.お よそ4億

年の歳月をかけて,ある特定な環境である特定のライフスタイルをとるとき,1ト ンの体は20グラムの脳

で過不足ないことを自然は壮大な実験をとおして教えてくれた気がする.かつて,「おおきいことはいい

ことだ」がはやり,最近では「スロー イズ ビューテイフル」が注目されている.「多様性」を守る社会

にあつては,前提が重要でスローガンだけでは間違う可能性が高い.こ こではせいぜい「状況によつて

は,ス モール イズ ビューテイフル」だといえるぐらいだろう.夢の中でメガマウスさんに聞いてみた

ことがある「ネー,今何を考えて生きているの?」 .姉 さんは笑って答えてくれた「まだ,勝負はついてい

ないわよ !」 (こ のメガマウスは♀).こ こで目がさめてしまったが,案外 1億年後 (人類が生存してるか

してないかは別として)に は,脳の小さい,省エネタイプの生物が生き残るのかも知れない.こ んなこと

を考えていると,や はり,魚類学はやめられない.メ ガマウスの脳について,詳 しくは,Ito,Yoshimoto

&Somiya(1999),COpeia(1):210-213.を 参照.
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ている.現在は,名古屋港水族館との共同研究を進め

る中で,研究の新しい方向を模索している.写真には鳥

羽水族館,清洋水産と奈屋浦漁業組合長清水氏のご好

意で提供されたメガマウス (9)(世界で 10例 目の標本 ,

1997年 5月 1日 採集)の外観と脳を示した.

大学の改組にともない,農学部から水産の名前が消え

たため,魚類生物学の研究室もなくなってしまったと誤

解する学生が多いと聞いている.そのため,最後に宣伝

を少し.大学院博士前期課程の入学試験は毎年9月 5日

前後にあるが,二次募集はない.専門科目2つ (水産動

物学と他の教科 1つ )と 英語, さらに面接試験がある.

当然のことであるが大学院の場合は受験前に担当の教員

と良く議論することが重要である.現在,大学院生を含

め研究室の学生は15人で,その中には社会人博士後期2

年生もいる。その他,三重大練習船の航海士も時々研

究に来ている.個人的には教室運営,学生指導について

ホモではなくてヘテロシス (雑種強勢)を働かせて「ワイ

ワイ,ガヤガヤ」と自由な発想で楽しく研究をしたいと

考えている.連絡はeメ ールで.

(宗宮弘明 HirOaki Somiya:〒 464-8601名 古屋市千種

区不老町 名古屋大学大学院生命農学研究科 e_mail:

somiya@agnnagOya― u.acjp)

魚類学雑誌
49(2):153-154

独立行政法人水産総合研究センター

西海区水産研究所石垣支所の紹介

西海区水産研究所石垣支所は1994年 6月 24日 に水産

庁の研究機関として発足した.7月 からは亜熱帯生態系

研究室が設置され, 日本栽培漁業協会八重山事業所の

敷地内に建設された仮庁舎で業務が開始された.その後

1995年 4月 1日 には海洋環境研究室,同年 10月 には沖

合資源研究室がそれぞれ設置された.研究施設の建築は

順調に進み,1996年 3月 28日 に研究本館が完成した.

同年4月 からは仮庁舎で業務を実施していた3研究室が

仮庁舎から数百メートル離れた新庁舎へと移転したので

ある。5月 には沿岸資源研究室,翌年の4月 には資源増

殖研究室が設置され,予定されていたすべての研究室の

開設が行われた.研究本館に引き続き海水取水施設 ,

航路浚渫,生物実験棟,生物飼育棟,生物保存・展示

棟,外来研究員宿泊施設等すべての施設は1999年 3月 ,

足掛け5年の歳月を費やして完成にいたった.発足当初

は3名 の職員であったが,完成時には研究職 19名 ,事務

職4名 の合計23名体制となった.水産庁の水産研究所

として設立された石垣支所は,国の行政改革のひとつと

して他の国立水産研究所と同様に2001年 には独立行政

法人水産総合研究センター西海区水産研究所石垣支所

となり業務を引き続き行つている.

水産研究所としては最も南方に位置する石垣支所は
,

これまで本土で行われてきた水産研究とは一味違った研

究を実施していくこととなる.国連海洋法条約の発効に

より,我が国排他的経済水域内の資源管理と環境保全

の義務や科学的な知見に基づく漁獲可能量設定の義務

が生じた.我が国排他的経済水域面積の約50%を 占め

る亜熱帯水域は鹿児島県 トカラ列島から沖縄県八重山

諸島に連なる島々および小笠原諸島を含む広大な水域で

ある.南西諸島周辺海域は太平洋クロマグロの主要な産

卵場であり,石垣支所においても水産上非常に重要な本

種の資源生物学的な研究も積極的に行っている.こ れま

での水産研究所では水産重要生物が主要研究対象であ

つたが, 石垣支所ではこれまであまり他の水産研究所

での研究対象とならない様な生物の研究も行われるよう

になった.当然水産上重要生物の研究は,水産業の発

展と資源の有効利用や管理のうえで重要である.しかし,

水産生物として直接利用されていない生物であっても海

洋生態系の構成要員として重要な役割をもつことは良く

知られているし,こ れら生物と水産重要種とが深い関連

をもつことも多々ある.地球環境問題や地球全体を視野

に入れた海洋生物の研究は,今後の水産業の発展のため

には非常に重要な役割を持っている.国際的に漁業の混

獲生物として関心が高いウミガメ類,サメ・エイ類等の

生態的研究も我が国の漁業の存続にとつて必要である.

また,沖糸電県はダイビングをはじめとした海洋レジャー

が盛んで,多 くの観光客が訪れる.同海域においては海

洋レクリェーションの場としての利用が著しく増加して

おり,従来からの水産資源を利用するだけでなく,こ れ

ら海洋レクリェーションと漁業との調和を目指した調

査・研究も必要となっている。

石垣支所の各研究室での研究内容は以下の通 りであ

る.亜熱帯生態系研究室では,サ ンゴの生理生態の解

明,サ ンゴ礁域の生物多様性の把握,サ ンゴ礁生態系

における物質循環に関する研究,ウ ミガメ類等希少生物

の保全技術の開発等を研究対象としている.沿岸資源

研究室では,フ エフキダイ等の亜熱帯沿岸域の魚類,軟
体類,甲殻類の沿岸資源生物の分類や系統の研究,生
物特性を明らかにする研究を行っている.海洋環境研究

室では,サ ンゴ礁,マ ングローブ域等沿岸域の海洋環境

の把握や,プランクトン等による海洋生産力など生物生

産の特性解明,黒潮域及び周辺海域の海洋構造の把握 ,

沿岸漁場の保全等に関する研究を行っている.資源増殖

研究室では,礁湖,マ ングローブ域等の増養殖場として

の適正把握,ノ コギリガザミ等の亜熱帯水域での増養殖

対象種の放流技術や養殖技術の開発,モズクの発芽機

構の解明等に関する調査を実施している.私が所属する

沖合資源研究室では,ク ロマグロ,その他マグロ類,サ
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図 1.西海区水産研究所石垣支所の全景

メ類,オニイトマキエイ,ソ デイカ等の沖合資源生物の

分類学的研究, これらの移動・回遊,産卵生態,生活

史など生物特性の解明や資源生物学的研究, さらに深

海性魚類, 甲殻類,軟体類などの生物に関する分類や

生態に関する研究を実施 している.

石垣支所は,研究本館,生物実験棟,生物飼育実験

棟,生物標本保存・展示棟,外来研究員宿泊施設,屋
外生物飼育実験施設,海水濾過施設,水温調節設備棟 ,

桟橋,艇庫,実験廃液処理施設等及びそれらに付随 し

たいくつかの施設から成 り立っている (図 1).研究本館

には支所長室,5研究室,総務室,図書室,NOAAの人

工衛星データーを受信するシステムや気象衛星ひまわり

の画像を受信できるシステムを持つ画像処理解析室,組
織標本作成や生理実験等を行う実験室,長期に滞在す

る外来研究者が研究を行えるような研究室,海水の分析

等を行 う化学分析室 と機器分析室を持っている.生物

実験棟には,走査型電子顕微鏡,透過型電子顕微鏡を

備えた電子顕微鏡室 とそれに付随 した準備室,DNAシ
ーケンサー等を備えた遺伝資源実験室,無菌室を備えた

病理等を行う実験室,プランクトン等の測定や培養実験

を行う実験室等を有する.支所の沖合で汲み上げた海水

は濾過施設で濾過後屋外飼育実験施設 と生物飼育実験

棟に送 られる.生物飼育実験棟には,室内飼育実験が

行えるスペースや,明暗実験等が行える暗室式の飼育実

験室,2つの小型生物測定室,全長 6メ ー トルまでのサ

メ類等の大型生物が計れる測定台や重さ1ト ンまでの標

本を室内で動かすことのできるクレーンを備えた大型生

物測定室,-30°Cの冷凍庫,冷蔵庫を備えている.生
物標本保存・展示棟には,大型生物の保管水槽を備え

た大型生物保管室や長期間の保管が行える永久生物保

管室,支所の調査内容を啓蒙する目的で開設 している展

示室がある.外来研究員宿泊施設にはバス・ トイレ付 き

のシングルルーム2部屋, ツインルーム2部屋があ り,

最大6名 までが宿泊できる.ま た,共用のキッチンと娯

楽スペースも完備されている.「 ひるぎ」,「 あばさ」,

「さんご」などと名付けられた小型船は艇庫内に格納さ

れていて,専用の巻き上げ機を用いて桟橋に併設されて

いるスロープから下ろせるようになっている.ダイビン

グの準備等を行なうスペースも艇庫に隣接して備わって

いる.石垣支所で最も大型調査船の「やえやま」(4。 9ト

ン)は登野城漁港に係留されている.最高速力で約20ノ

ットでる本船は,石垣島周辺海域や波照間島,西表島

などの離島海域の調査も行っている.

八重山諸島周辺海域は,美 しいサンゴ礁に囲まれてい

て,多 くの熱帯性魚類が生息している.石垣支所の正面

は浦底湾であり,沖合域はやはり美しいサンゴで覆われ

ているし,す ぐ横には小さいながらもマングローブ林も

ある.支所の目の前は素晴らしい研究フイールドである.

また, リーフの僅か沖合にでると大型の回遊魚やサメ・

エイ類が生息していて,船で数十分も走れば水深 1000

メートルを超える深海域にもなっている.多種多様な生

物が生息していて,地形も変化に富み多くの研究課題を

実施するには最高の条件を備えている.こ のような立地

条件のために石垣支所での研究内容も多様性に富んでい

て,大変に興味深い内容となっている.内外の研究者も

共同研究等で多く訪れている.

今後さらに石垣支所の研究活動は活発になり充実した

内容の研究が実施され,内外の多くの研究者との共同研

究も積極的に実施されていくものと思う.こ れまで未解

明であつた熱帯地域の魚類研究の多くの部分で新たな解

明が行われると信じている.

(矢 野和成 Kazunari Yano:〒 907-0451石 垣市檸海大

田 148-446 西海区水産研究所石垣支所 e_mail:

sharkけ@■aoa■C.gojp)

魚類学雑誌
49(2):154-156

研究会紹介

第 34回魚類自然史研究会

34th Meeting ofthe Group ibr the Studies of

Natural History of Fishes

大阪市中央区にある追手門学院大手前中高等学校で ,

2002年 3月 16-17日 に第 34回魚類 自然史研究会が開催

された.その模様を報告 し,魚類自然史研究会について

若干の紹介をする.

研究会は3月 16日 の午後 1時半から始まり,懇親会十

フィルムナイト (発表#9)を はさんで3月 17日 夕まで行

われた.参加者の多 くは発表会場近 くの宿泊施設に宿を
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取 り,懇親会終了後も三々五々集まっては深夜まで魚

談義に花を咲かせた.

話 題

1。 淡水・汽水のハゼ科魚類の年齢査定方法

林博之

2.ブ ラックバスの捕食量に関する実験的研究―季節的

変化―

西井啓大・中村聡一・内田誠治・工藤容子・細谷

和海

3。 オオクチバスがため池の生物群集に及ぼす影響 (予

幸腱)

谷本卓弥・田中哲夫

4.モデルと池干しでみたため池の魚類群集に及ぼすオ

オクチバスの捕食の影響

影山洋平・東川隆文・原田泰志・西村和也

5.希少魚キリクチの保全のための生態学的研究

佐藤拓哉

6.標識目視法による渓流魚の移動推定

早川宏信・直井将人・原田泰志・中西嘉人・北村

浩昭・山本雅人・吉成仁志・遠藤悦弘

7。 魚の放流が野外集団にもたらす影響とは?―和歌山

県古座川のアマゴを例に考える―

久保田正志・古川未来・原田泰志・田中哲夫・河

村功一

8。 神戸市西区におけるダルマガエルについて3 続報

(生物研究部員とともに)ガ 型ヽ発信器による追跡 ,

これならいけるH

丹羽信彰・土井敏男・原田泰志

9.中 国南部洞窟魚の系統進化と集団構造 (と 採集旅

行記)

渡辺勝敏

10。 ヒラメmtDNAに おけるコード・非コード領域の変

異性の比較

重信裕弥

H.小溜池におけるドブガイの繁殖に対するドビ流しの

効果

加納義彦

12.カ ワバタモロコはなぜ消えた

田中哲夫・山科ゆみ子・三浦靖弘・藤田茂弘・高

橋智子・谷本卓弥

13.セ ネガル共和国の国立公園事情

堤 孝弘

14.ナ マズ類3種の産卵行動と産卵環境・性比との関連

前畑正善

15。 水槽内におけるカマツカの産卵様式

笠松加奈・長田芳和

16.絶滅危惧種オガサワラヨシノボリの室内繁殖

横井謙一・細谷和海

17.琵琶湖内湖・野田沼における仔稚魚相の季節的変

化

中谷将典・後藤淳久・居川正人

18.日 高川のアユの仔魚期～稚魚期にかけての日齢組成

について

高橋芳明

19。 メダカの発育段階区分に関する研究

朝井俊亘

20.縄文・弥生遺跡のコイ科魚類遺体の分析からわか

るワタカの分布

中島経夫

21。 野生魚類の生息環境としての園地

伊藤早介

22。 遡る魚.「サツキ鱒」

堀口泰志

研究会は,長 らく中断していた関西在住淡水魚研究

者の内輪の研究会である「魚集会」が 1985年 に復活した

のを機に発足したもの.今回に至るまで,春 と秋の2回

づつ,17年間続いている。1997年 からは,会報「ボテジ

ャコ」も年 1回発行されるようになった.最近は毎回100

名近い参加者があり (今回は105名 ),発足当時からは

想像もできないような規模になったが,正式な会員制は

ない.大阪教育大学の長田芳和氏ほか,核 となる少数

のメンバー以外は,そのときどきの研究会参加者と会誌

の購読者がいるだけというオープンなスタイルが今でも

続いている.

話題提供も多岐にわたり,発足当時の事情を引きずっ

て淡水魚に関するものが多いものの,他の水生生物や海

産魚についてのものもある。ときには魚名の由来や伝承

など,人文系の発表もある.こ の守備範囲の広さが, と

きに思わぬ研究の進展につながることがある.

そういうわけで,こ の会の大きな魅力のひとつは,「そ

んなアホな」が現実になる過程を学会などに先駆けて日

の当たりにすることができる点であろう.今では広く知

られている,ム ギックの托卵行動についても,その研究

の発端はこの会であった.オ ヤニラミの産着卵塊として

見せたスライドに,ム ギックの卵ではないかという質問

が出て,調べてみたら托卵とわかったという.タ ウナギ

がマウスブルーダーだったということや,雌の産卵前に

あらかじめ精子を貝にかけておくタナゴの雄が,産卵後

の放精行動に参加しなくても現実に仔を残しているとい

う話題も,こ の会ではじめて発表され,大きな驚きを呼

んだ.ほかにも,予想外の発見や研究成果がいくつか発

表されている.ま だパブリッシュされていないので,内

容についてはここでは書けないが。

研究会および会報「ボテジヤコ」についての問い合わ

せ先は以下のとおり.

〒582-8582柏 原市旭ヶ丘4-698-1

大阪教育大学理科教育講座

長田芳和

TEL 0729-78-3393
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(斉藤憲治 Ketti SaitOh:〒 985-0001塩 釜市新浜町 3-

27-5 東北区水産研究所 e_mail:ksaitoh@attC.gojp)
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新知見紹介

ツパメコノシロPゅヵの力S′ JιbιルSの摂餌行動

Feeding behavior ofPaク 滅υβタルSノιbιルS

(PerCifOrmes:Polynemidae)in an aquarium

ツバメコノシロ科魚類は全世界の熱帯から温帯域に広

く分布 し,属あるいは種ごとに,渓流,湖 ,大河川等の

純淡水域から,汽水域や沿岸域,さ らには水深 100m以

深のやや深い海洋域にかけて多様な環境に生息 している

(MOtOmura,2003).本 科魚類は上下 2部 に分かれた形態

的に特異な胸鰭を有する.胸鰭の上部は各鰭条が鰭膜

で連続 した通常の魚類でみられるのと同等の胸鰭であり

(以下,胸鰭),下部では鰭膜が欠如 し各鰭条が遊離す

る (以下,遊離軟条).遊離軟条は種ごとに長さ (最長

遊離軟条長は標準体長の 15-370%)や 本数 (3-16本 )が

異なり,淡水域に生息する種の方が海洋に生息する種よ

り遊離軟条が長 く,数が多い傾向がみられる.

本科魚類の遊離軟条は,多 くの研究者 (例 えばMar_

shall,1964;Smtth,1986;Grove and Lavenberg,1997)に よ

つて,索餌するための感覚器官ではないかと推測されて

いるが,こ れまで索餌・摂餌行動の観察例は全 く報告さ

れていない.近年,ダ イビングの急速な普及により,水
中における魚類の知見が増えつつあるが,本科魚類は砂

泥底質の濁水中に好んで生息するため,ダ イバーが水中

で本科魚類に遭遇する機会は著 しく少ない.さ らに,1
種 (ナ ンヨウアゴナシ乃夕あεヴ"Sκプ′お)を 除いて本科

魚類の人工飼育は難 しく,水族館等の充実 した施設を

もってしても長期間飼育は困難であることなどが,本科

魚類の索餌・摂餌行動の観察例が報告されていない要因

になっているものと考えられる.

2001年 9月 17日 ,状態の良いツバメコノシロ乃″_

あεヴZSノθbθ J“S(標準体長 65-85 mm)54固体が三重県志

摩郡志摩町御座の海岸で小型曳網によって採集された.

これらを用いて,本種の索餌・摂餌行動を観察 し,簡単

な実験 も行ったのでここで報告する.採集されたツバメ

コノシロは採集時のス トレスを解消するために8日 間開

放式の2t FRP水槽で飼育 した.ツ バメコノシロはこの 8

日間で飼育環境に馴致 し,餌 もよく食べるようになった

ため,同月25日 に自然海水を循環させたアクリル水槽

(600 mm× 450 mm× 300 mm)に 移 し,観察を開始 した .

観察は4日 間繰 り返 し行った.餌には嗜好性が最 も高か

つたキビナゴの切 り身を用いた.行動の記録はビデオカ

メラ (日 中)と 赤外線暗視スコープ (夜間)を用いて行っ

た.なお,本観察に用いたツバメコノシロは三重大学水

産実験所に登録・保存 されている (ΠこM28265‐28268,

29041).

ツバメコノシロは胸鰭を水平に広げ,5本の遊離軟条

を閉じ腹部に密着させて昼夜問わず泳ぎ続けていた。日

中の観察では,餌を水槽に投下 した直後,全個体 とも遊

離軟条を左右および前方に広げ,小刻みに動かしながら,

速度をあげて水槽内を遊泳 し始めた.一部の個体は,中
層を落下中の餌を直接摂餌 し,その他の個体は闇雲に水

槽内を遊泳 し,偶然遊離軟条に接触 した水槽底面にあ

る餌を摂餌 した。4日 間3回 ずつ行った観察で,いずれ

も同様の行動がみられた.次に遊離軟条をlo本 (左右 5

本ずつ)全て切除し,同様の観察を行った。遊離軟条が

ない個体は,水槽の中層を落下中の餌を摂餌することが

できたが,底面に落ちた餌をみつけることができなかっ

た.さ らに,視覚が効かない状況下 (夜 間無灯)での索

餌行動を観察 した.その結果,中層を落下中の餌を摂

餌 した個体はなく,底面に落下 した餌を昼間の観察結果

と同様に遊離軟条の接触によって確認 し摂餌 した.遊離

軟条を切除した個体は摂餌することができなかった.

以上の結果から,ツ バメコノシロは少なくとも眼と遊

離軟条の両方を索餌するための感覚器官として用いてい

ることが明らかになった.さ らに,水中に浮遊 している

餌に対 しては視覚,水底にある餌に対 しては遊離軟条に

よる触覚,と 両感覚器官を使い分けている可能性が強 く

示唆された.水底の餌が視覚によって確認されづらいの

は,本種の眼を覆うように発達する脂瞼の構造と関係が

あるのかもしれない.

なお,高速で遊泳 しているツバメコノシロは,遊離軟

条 と餌が接触 した瞬間に遊泳を停止 し,頭部を横に振

り,日 の側面で摂餌 を行 った.一方,視覚で餌の位

置を確認 した個体は国の正面で摂餌 を行った。本科魚

類の 5種 (ミ ナ ミコノシロ]θ
“
′乃θЮ″θ

“
α ttα″4α

“
,E.

″α燿あεクル
“
,二 ″ααθクル

“
,Z(ηゎ

“
θル

“
θsθ

“
αJ“″ε

““
,お

よび乃ケあεヴ
"S 

υθκタルrお)は下顎歯がよく発達 し,歯
帯は下顎側面にまで広がっている (MOtOmura and lwa―

tsuki,2001;Motomura ct al。 ,2002卜 b).そ して, これら5

種の下顎唇は未発達あるいは完全に欠如 している.一般

的に魚類の唇には味曹が発達 していることがよく知られ

ているが,本科魚類は遊離軟条が唇の代わりの感覚器官

としての役割を果たしており,下顎唇が欠如 していても

なんら支障がないものと思われる.む しろ,下顎唇をな

くし,そ こに歯を発達させることによつて,上述 した口

の側面で行う摂餌の成功率を高めているのではないだろ

うか.

今後は本科魚類の摂餌行動に関連 して,遊離軟条が
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長い種あるいは短い種における索餌行動の比較観察,下

顎歯帯が下顎側面に広がる種の摂餌行動の観察,遊離

軟条表面にある味曹 (本村,未発表)の詳細な分布状

況の調査,脂瞼の構造と視界の関係の調査などの検討

を期待したい.
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東京湾の葛西人工渚で採集されたチクゼンハゼの稚魚

Juveniles of a rare gob五 d species,

の
““

〔箸θらルS“ελJααちoccurred at Kasai

artincial tidenat in the inner Tokyo Bay

チクゼンハゼo用κοrbJπS“θ力Jあ jは ,北海道南部か

ら九州にかけての沿岸各所に極めて局所的に分布 してい

る体長 4 cmほ どの小型のハゼ科魚類で (酒 井 ほか ,

1981;鈴木・増田,1993),自 然度の高い河口や前浜干

潟の清列な砂底に生息 している (岩田,1997).そ の希

少性から,平成 12年 に公表された環境庁の汽水・淡水

魚類 レッドリス トにおいて,「 絶滅危惧種 IB類」にラン

Fig。 1。  A juvenile ofの
“
4ogObJZS zε ttJαα′,16。8mm SL,

MTUF¨P(L)21596

クされている種である (環境庁,1999).東京湾では
,

本種は,小櫃川河口 (鈴木・増田,1993;加 納ほか
,

2000)や 平潟湾 (工藤・中村,1999),上総湊川河口 (荒

山ほか,2002)の ような比較的豊かな水域環境が保たれ

ている湾田部の浅所のみからしか記録されていなかっ

た.今回,東京湾湾奥部の葛西人工渚で小型地曳網に

よる採集を実施 したところ,チクゼンハゼの稚魚 (Fig。 1)

を見出すことができたので報告する.なお,本種の仔稚

魚の形態についてはすでにいくつかの報告がある (道津 ,

1957;加納ほか,1999;原 田ほか,2001).

採集 されたチクゼ ンハゼ稚魚は 2イ固体 (体長 16。 4～

16.8mm)の みであった.こ の両方の個体において,下顎

縫合部の後方に1対の髭状突起 (明仁 ら,1993)が出現

していたために,本標本とともに大量に採集された類似

種のエ ドハゼ稚魚から識別することができた.大 きい方

の個体では,長楕円形から円形の斑紋力湖区幹部から尾部

の側中線上に並び,成魚 とほぼ同じ斑紋 (鈴木・増田,

1993)が形成されていた.ま た,小 さい方の個体では,

そのような斑紋は未発達であったが,チ クゼンハゼの特

徴 とされている脳域や臀鰭基底部中央の大きな樹枝状の

黒色素胞 (加納ほか,1999)が出現 していた.本標本が

採集された場所は,干潮時に水深 50cmほ どになる砂泥

底の地点で,採集時の水温 と塩分はそれぞれ 23.3°Cと

14‰ であった.同時に採集されたのは,大量のエ ドハゼ

稚魚の他に,マハゼ,ビ リンゴ,ア シシロハゼ,お よび

ヒメハゼなどであった.

葛西人工渚は,「 死の海」と呼ばれた東京湾湾奥部の

水質汚染がまだ改善されていなかった1974年 から1975

年に,失われた千潟の復元を目的として,東京都により

江戸川と荒川中川放水路の河口部前縁に造成された人

工海浜である.湾奥部の水域環境がかなり回復 した現在

では,今回の採集記録は,チ クゼンハゼの単なる仔稚魚

の無効分散ではなく,湾奥部の干潟域への定着に発展す

る可能性を示唆するものである.同様に希少性が指摘さ

れている東京湾の トビハゼ個体群についても,近年,環
境の回復に伴って生息地の拡大が起 きた可能性が示唆さ

れている (伊東ほか,1999).今回の採集記録が単発的

なものではなく,近い将来,定着記録という形で再び報

告を行えればと期待 しているところであるe
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トビックス

魚類の調査方法 (2)モ ンドリによる淡水魚の採捕

“モンドリ"と は,容器の中に魚をおびき寄せ捕 らえ

る漁具である。透明で外から中の様子が見えるものもあ

れば,見 えないものもある.餌や匂いを発するものを入

れる場合と,流れを遡ったり流下 したりする魚の運動を

利用 して捕まえる場合がある。モンドリは魚体を傷つけ

ずに捕獲することができる点,1人でも容易に使用でき

る点で,たいへん優れた漁具である.こ こでは筆者らの

経験をもとに,各種モンドリの仕掛け方について紹介す

る.

(1)透明プラスチックモンドリ

釣具店などで容易に手に入るのが,透明なプラスチッ

ク製のモンドリであり,長 さが30cm前後のものである

図 1.透明プラスチックモンドリ

(図 1).こ のようなモンドリでも,都道府県の漁業調整

規則によっては禁止されていることがあるので,その場

合には特別採捕許可をえる必要がある.こ のモンドリは

ふつう,さ なぎ粉,米ぬかなどの集魚剤を団子にして入

れてから水底に沈める.団子の大きさはモンドリの大き

さや魚の密度にもよるが,通例握 り拳を一回り小さくし

たくらいである.

仕掛け方であるが,取 り出し口 (ふ た)に もともと付

いているたこ糸を延長 し,入 り口 (お しり)にある2つ穴

に通 して3点支持にする。30セ ンチぐらい余裕を持たせ

て糸を東ね,投げ込み/回収用に別に糸をとりつける.

糸を持ったときにもんどりが水平よりもむしろお尻が少

し下がるようにするとよい.沈めたときに空気が残って

いると,魚が恐れて入 りにくいし,水中で不安定になる.

熱 したはんだごてなどを用いて,糸 を持ったときに下面

になる位置に2～3ミ リ程度の穴を5～ 6イ固,上面 (最後

に沈むところ)に 1～ 2イ固あけておくと沈みやす く扱いや

すい.ため池でタナゴ類やモツゴ類を捕る際に,中 にザ

リガニが入ると魚はまったく捕れなくなる。このような

場合には,お尻を若千持ち上げ気味にするとザリガニは

あまり入らないようである.

川ではモンドリのおしり,すなわち集魚剤が流れ魚が

入るところが下流側になるように設置する.ア ブラハヤ,

タカハヤ,カ ワムッ,タ ナゴ類などがモンドリに入 りや

すい魚種である.フ ナ,メ ダカは案外捕れない.カ マツ

カ, ヨシノボリなどの底生魚もほとんど採捕されない.

同じ場所で何度 も仕掛ける場合や,水温が低下 した時

期に多 くの個体を捕まえるためには工夫が要る.流れの

弱いところ, とくに淵ではモンドリのおしりが,取 り出

し口に比べて低い位置にあった方がよい.中 に入った魚

が暴れるときに多 くの集魚剤が流れ出るが,お しりが高

いところにあると,集魚剤は取 り出し回の方に流れ出る

ために,お しりの部分に魚が集まらない.集魚剤が多す

ぎたり,水 中に沈めるときにモンドリの外側に多量の集

魚剤がこぼれてしまうと,それらを食べるだけで魚は満

腹になってしまい,モ ンドリの中へ入らないことがある.
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集魚剤は少量をモンドリの中だけに入れるようにする.

また取 り出し日のふたの部分に練 り餌を詰め込んでおく

スペースのあるタイプがあり,それを利用 してもよい .

なお,流れが速いところに設置する場合には,中の集魚

剤力汐卜に流れ出る速さが大 きいので,集魚剤を少量の小

麦粉などで固めて出にくいようにする.モ ンドリの固定

の仕方としては,流速の大きな場所では針金やロープで

固定する方法 もあるが,ふつうはモンドリの中に径 3-

5cmほ どの小石を入れる程度でよい.

魚の活性が低い場合,な かなか最初の1尾がモンドリ

に入らないことがある。 ところが,1尾でも中に入ると

その個体が暴れることによつて集魚剤が多 く流れ出るよ

うになり,次から次へと魚が入るようになる.したがっ

て最初の1尾が入 りにくい場合には,オ トリとなる魚を

あらかじめ入れておくとよい.中 に魚力れ るヽことによっ

て,周 囲の魚も安心 して入るようである.

モンドリに入った魚は,放 っておくと次第に逃げ出し

ていく.透明モンドリの場合,魚の入回は小さく,返 し

がついている場合もあるので,中 に入つた魚が外へ出に

くい構造になっている.それでも魚の動 きによつては外

へ出ていく個体もいる.モ ンドリによつて採捕される魚

の数は,入 った個体の数から出ていった個体の数を引い

たものとなる.すなわち,モ ンドリには最適回収時間が

ある.最適回収時間は,水温・季節・魚の密度・魚

種・仕掛け場所等によって異なると思われる.一番よい

のは,モ ンドリを見続け,最多になったと思われた場合

に回収する方法であるが,複数のモンドリを仕掛けたら

不可能であり,そ もそも悠長にすぎるだろう.私たちの

経験では,真夏に魚の多い場所で仕掛ける場合には30

分ないし1時間程度で十分であるが,水温が低下 した時

期には2～3時間必要となる.こ れは一応の目安である.

真夏のため池などでは,lo分程度でモンドリの中が魚で

一杯になり,酸欠状態になることすらある.

なお,網で囲っただけで水が透過 し,入 口には丸い穴

が開いていて返 しのないタイプのモンドリも市販されて

お り,池沼でモツゴ類やフナ類を捕まえるのによく用い

られる.こ れの仕掛け方にはとくに技術は要らないよう

に思われる.

(2)竹モンドリ (う け 。うえ)

ふつう細い割竹を編んで筒状につくり,入口に返 しを

つけたものである.対象魚によつて大きさや形が異なる

ので, ドジョウモンドリ,ウ ナギモンドリなど魚の名前

をつけることもある.モ ンドリの中にはミミズ・魚の切

り身や腹わたなどを入れることもある。図2で示 したも

のは私たちが農業水路に仕掛けたもので,水路を遡った

り流下する魚の運動によって,餌を入れなくても捕れる

仕組みになっている.通常は,お しりの部分が下流佃1に

なるように,水田の畔に沿った小溝に仕推卜け,遡上 して

くる魚をとらえる。小溝には枯れ草やウキクサなどが流

れてくる.こ れらはわずかずつでも時間がたつと無視で

図 2。 水路に設置 した竹モンドリ

きない量になり,竹 もんどりにひっかかって押 し流そう

とする.も んどりの流失を防ぐには,モ ンドリの下流側

(お しり)を石や草を敷 くことによって持ち上げ,上流側

を低 くすることにより,流れの力で自然ともんどりが底

に押 しつけられるようにする.ただし,下流側のエッジ

が底から離れてしまわないように注意 し,魚が底を遡っ

ていけば自然とモンドリの中に入るようにする.仕掛け

る時間は3～ 6時間くらいがよいように思われた.

中に餌を入れるタイプのものは,魚の隠れ場所や通 り

道に仕推卜ける.大石の間や岩の割れ日,隠れ場所 と餌場

の間などがポイントである.ただしドジョウを川で捕ま

える場合には,落葉がたまっているような岸近 くの深み

や植物の根の間に仕掛けるとよく捕れる.

(3)東式モンドリ

対馬ヘタカハヤ採集に出かけたとき (東),投網 も刺

し網 も使えないほどの激 しい降雨による川の増水に見舞

われた.調査 日程が 1,自 2日 と限られていたため,雨が

止まず採集を諦めかけていたとき,昼食の弁当を求めて

入ったスーパーマーケットでタッパーウエア型のプラス

チックの漬物桶が日に留まった.それを 1つ 買い求め
,

蓋の同心円に沿ってカッターナイフで口径 10セ ンチほど

の孔を切 り取 り,円筒形の身の縁の三方に開けた穴に太

めのテグスを通 して固定 し,底 に石を入れて重 りにした.

釣具屋で米ぬかとさなぎ粉および磯釣 り用の撒 き餌に使

う粉 (グ レ用など)を 求め,それらを混ぜて水で練 り,

握 り拳大の餌団子 (集魚剤)を作 り,桶の底に 1つ 入れ

て増水 した川の中へ沈めた.こ の桶は半透明のため,間
もなくタカハヤが入ったことが観察できた.ほ んの数分

足 らずで20尾ほどのタカハヤが入ったところを引き上げ

たが 1匹 も逃げ出さず,効率よく採集できることがわか

った.

大学へ帰 り,近 くのホームセンターに行き,サ イズの

異なる数種類の漬物桶を買い揃え,底 に置 く石の代 りに

ドーナツ型の鉛の重 りを鉄工所で作ってもらい,3本の

蝶ねじで底に固定 した.蓋の円形の孔はカッターナイフ

の刃のついたコンパスで口径 10～ 12セ ンチに切 り取った.
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図 3。 東式モンドリ

3本の大めのテグスの交点に撚 り戻 し金具を取 り付け ,

数メー トルの細いクレモナロープをつけて吊るせるよう

にした.桶の身の直径は25,28,30,31,33セ ンチの5種類

を揃え,蓋をはずせば重ねられるので,野外調査の際か

さばらないで持ち運びにつごうがよい.ド ーナツ型鉛の

重 りは外径 19セ ンチ,内径5セ ンチと12セ ンチ,厚 さ

0。 6セ ンチで,それぞれ2.3 kg,1.7kgで ある.こ れらは私

たちの使っているものの一例を参考までに示 したに過 ぎ

ない (図 3).流れの速い川でも流されないで安定 してい

るが,止水域で使うときはもう少 し薄めの軽い重 りでも

よかろう.集魚剤が下流へ流下する川のほうが効率よく

採れるが,川の深い渕や滝壺,溜池などでもよく採集で

きる.ただし,川 では 10～ 30分ほどで20～ 30尾 ほど採れ

るのに比べれば,止水域ではもう少 し時間をおいた方が

よい.マ ークしたオイカワ,カ ワムッ, タカハヤなどを

用いて,標識放流再捕からPctersen法 などによる個体数

推定法を学ばせる学生実験では,採集に特別の技術 も要

らず,魚体を傷つけることが無いので重宝 している.

(東 幹夫 Mikio Azuma:〒 852-8521長 崎市文教町

1-14 長崎大学教育学部生物学教室 e‥mail:azumai@

net.nagasaki¨ u.acjp,斉 藤憲治 Ketti SaitO:〒 985-0001塩

竃市新浜町 3-27-5 東北 区水 産研究所 c― mail:

ksaitoh@myg.attcogojp,片 野  修  Osamu Katano:〒

386-0031 長野県上田市小牧 1088 水産総合研究セン

ター中央水産研究所 e¨mail:katano@■ aoattc.gojp)

魚類学雑誌
49(2):16卜 161

魚類進化に関する国際シンポジウムのお知 らせ

The Society for lntegrative and CoFnparatlve Biology

(SICB)が 主催する魚類進化 に関す る国際 シンポジウム

(Patterns and Processes in the Evolution of Fishes)が , 来年

2003年 1月 4日 か ら8日 にかけてカナダの トロン トで開

催 される.SICBと いつてもピンとこない人が多いかもし

れないが,以前 にAmerican Zoologist(現 在は Integrative

and Comparative Biology)を 出 していた学会だといえば
,

ご理解いただけるかもしれない。

今回のシンポジウムは全体で 12のテーマで開かれるシ

ンポジウムの一つであ り,ま だ日時等の詳細 については

確 定 して い ないが ,年 会 そ の他 の情 報 につ い て は

http://ww‐ sicb.org/meetings/2003/indexophp3で 見 ること

ができる.なお,現在確定 している発表者 とタイ トルは

以下の通 りである.

1)MAISEx Jo Go CT scanning and the evolution of the

elasmobranch braincase

2)ARRだ「 IA,Go Origin and early radiation of Teleostei

3)JOHNSON,G.Do D市ersity ofthe Acanthomorpha

4)]MARTIN,A.R Gene duplications and phylogenetic in―

ference ofvertebrates:The perils ofparalogy

5)MIYA,M.&NISHIDA, Mo Mttor pattems of
actinopterygian phylogenies:A new perspective based

on>200 complete rnitochondrial I)NA sequences

6)DETTAI,A.,CHEN,Vた ‐
J。 ,BONILLO,C.&LECOIN―

TRE,Go New clades within the acantholmorph radia―

tion fronl taxononlic congruencc among nuclear and

mitochondrial genes

7) PARENTI,Lo R.&GRIER,Ho Jo Evolution and phy¨

logeny ofgonad rnorphology in bony nshes

8) MABEE,Paulao Evolution of median in側lodules in

the axial skeleton ofnshes

9)POSTLETHWAI■ J.H。,AMORES,A.,CRESKO,W,
YAN,Yl‐ L。 &SUZUKI,T The role of genottle dupli―

cation in the origin of developmental novelties and ra―

diation ofray― ■n ish

10) STELMG,Eo Jo Ray―■nned nsh genoEle duplication,

organismal complexity and gene value optilna

ll) WESWEAT,Mo W Functionalinorphology of feeding

in flshes:Phylogenetic trends in mechanical design of

cranial levers and linkages

12)BERNARDI,G。 ,HOLBROOK,S.J。 ,SCHMIT■ Ro J.,

INOKUCHI,No N。 &RAIMONDI,P Ro Recruitment

pattems of the coral recf threc― spot darrlselish using

molecular rnarkers

13)BERMINGHAM,Eo Evolutionary assembly of the

Mesoamerican freshwater flsh fauna
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14)CHOUDHUR工 A.&PEREZ… PONCE DE LEON,G.

Parascript studies and the historical biogeography of

North American freshwater nshes

15) SALE,P E Connectivity and structure of reef nsh

conllnunitles

16) PERES¨NETO,PR.Patterns in the co“ occurrence of

flsh species in strearrls:The role of site suitability,mor‐

phology and phylogeny versus species interactions

形態 ・古生物 0分子系統 0分子進化 ・生態 ・生物地

理など幅広い分野の,(おそらくは)世界最先端の話が聴

ける数少ないチャンスと思われる.魚類進化 に関心 をも

つ, とくに若手研究者や大学院生の参加 をお勧めする.

(宮 正樹 Masaki Miya〒 260-8682千 葉市中央区青

葉町 955-2 千葉県立中央博物館動物学研究科 c‐mail:

miya@Chiba‥muse.orjp)

魚類学雑誌
49(2):161

アジアおよび環太平洋地域における自然史標本

収集・管理と自然史研究

第 5回シンポジウムのお知らせ

国立科学博物館 0新宿分館

2002年 12月 6日

国立科学博物館では,国際交流プロジェクトとして

「アジア及び環太平洋地域における自然史系博物館との

研究協力」を1990年 より進めています.その一環とし

て,本 プロジェクトに参画した国外研究者と当館研究者

による調査報告と研究成果発表を兼ねたシンポジウムを

毎年開催しております.本年は第5回 目のシンポジウム

を12月 6日 (金)に午前 10時から当館新宿分館で開催す

る予定です.発表者と発表題目は下記の通りです.詳 し

いプログラム等は,決まり次第当館のホームページ

【httpノ/wwwkahaku.gojp】 に掲載いたしますのでご参照

下さい.講演及び質疑応答は全て英語で行われます.本

シンポジウムは一般公開です.自 然史系博物館の調査・

研究活動に興味をもたれる方々の積極的なご参加をお願

いいたします.参加費は無料ですが,会場準備の都合

上,ご参加いただける方は,予め下記問い合わせ先まで

ご連絡下さい.

記

周 蓮香 (台湾国立大学):“ History of the marine mam‥

mal study in Taiwan"

山田 格 (国 立科学博物館 )・ 周 蓮香 (台 湾国立大

学):“ Present situation of marine mammal specimen col―

lections in Taiwan"

朴 奎澤 (韓 国国立江原大学校 ):“Insect systematics

and mttor entOm01ogical collections in Korea''

篠原明彦 (国立科学博物館):“ Lcairolling sawnies of the

subfamily Pamphiliinac(HymenOptera,Pamphiliidac)in

eastern Asia:A prelilninary review"

林 義雄 (東海大学,台湾):“ The history and present

conditon ofthe bryophyte herbaria in Taiwan"

樋口正信 (国立科学博物館 )・ 林 義雄 (東海大学,台
湾):`A review and correlation of the moss■ora of Tai‐

wan and Japan"

Yolanda Maac― Aguilar(フ イリピン鉱山地質局表層地質調

査 部 門 ):“Fossil collections in the Mhes and Geo―

sciences Bureau,Quczon City9 Philippines"

加瀬友喜・和仁良二・重田康成 (国立科学博物館 )・

Roberto De Ocampo(フ イリピン国立博物館 )・ 川辺文

久 (早稲田大学):“ Post―mOrtem dri■ of chambered nau―

tiluses reconsidered: ilnplication for nautiloid and am―

monoid taphonomy"

Etty lndriati(ガ ジヤマダ大学 ,イ ン ドネシア): “In_

donesian honlinid fossil catalogue: the discovery from

1889-2002"

馬場悠男 (国立科学博物館):“ Indonesia― Japan joint mu‐

seunl activities on honlinid fbssils"

問い合わせ先 :

国立科学博物館 地学研究部 宮脇律郎

電話 :03-3364-23 H c― mail:miyawaki@kahaku.gojp

(松浦啓一 Keiichi Matsuura〒 169-0073東 京都新宿

区百人町3-23-1 国立科学博物館動物研究部 e_mail:

matsuura@kahaku.gojp)


